
阿智村事務事業評価シート
担当者 民生課 福祉係

①事務事業の概要

事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

補助金 2,094

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 1,494 2,094 2,094 2,030 2,030

うち一般財源 836 1,460 1,666 1,442 1,442

うち補助金 658 634 428 588 588

うち個人負担
正規職員
臨時職員

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 b

b

a

a

有効性 B

効率性 c

c

公平性 受益者負担は適切か B

④改善（ACTION)
継続・維持

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 単位クラブおよび連合会活動費補助として１，４９４，０００円
コーディネーター設置として６００，０００円補助

根拠法

阿智村高齢者クラブ連合会及び単位高齢者クラブ

実施目的 高齢者の健康増進・地域コミュニティの維持、生きがいづくり等高齢者の福祉の増進を図る。

実績・効果 高齢者クラブの安定的な活動に寄与した。

クラブ数１５団体　　会員数　１，２００人

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

高齢者クラブ活動事業補助金

総合計画での位置づけ

老人福祉法

社会教育団体として位置づけされている団体であ
る。

２．だれもが健康で、心安らぐ村／福祉・健康・医療の充実／高齢者福祉
阿智村老人福祉計画

B

県補助金の基準と照らし基準を検討

クラブの維持を図る

判定理由

社会参加の場として維持していく必要がある。

クラブの安定した活動のために必要

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

高齢者の社会参加の場として法に定められてい
る。

C

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 公民館等と協力しクラブの維持を図る。

入会者が減少し、クラブの維持が難しくなっている。

C

クラブへの助成であり公平である。

２６年度より１団体減少している。

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 

クラブ名 会員数（人） クラブ名 会員数（人） クラブ名 会員数（人）

上中関 110 向関 112 智里第一 73
中関大杉 105 伍和大青 67 網掛 48
関田 78 河寺 103 大中 55
全下町 93 温知 107 智里西 74
阿智川 70 丸備 50 上清 55


